
家畜衛生だより

農場の出入り時は、専用の靴・衣服を着用し、手指
を消毒するとともに、持ち込む物品や出入りする車
両の消毒を徹底しましょう。

農場の出入口に看板を設置するなどにより、関係者
以外の立入を制限しましょう。

毎日、飼養家畜の健康観察を行い、
疑わしい症状があれば直ぐに通報しましょう。

従業員の方も含め、口蹄疫が発生している国への渡航は可能な
限り控えるとともに、これらの国からの郵便物等は衛生管理区
域に持ち込まないようにしましょう。

畜舎の出入口に専用の靴の着用や踏込消毒槽等を設置する
ことにより、出入りする人の靴底の消毒を徹底しましょう。

発生予防の徹底をお願いします！

置賜家畜保健衛生所
置賜家畜衛生指導協会

〒999-2232 南陽市三間通 444-3

TEL 0238-43-3217
FAX 0238-43-5249Ｒ８-１４ 令和８年９月 発行

9月2日、韓国で口蹄疫の発生が確認されました。
本年１月以降、韓国では口蹄疫の発生が相次いでい
ます。韓国は国別訪日旅客者数で最多となっており、
口蹄疫の国内侵入リスクは極めて高い状況です。

2026年１月以降の発生状況
2026年9月4日時点 農林水産省動物衛生課

仁川広域市（１件） 1月30日 牛：１件

京畿道（２件） 2月20日～28日   牛：２件

慶尚北道（８件）
７月３日：６件（豚１件、牛５件）
９月２日：２件（牛２件）
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